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鐘紡ガン研 本 多 久 夫
は じめ に
｢生物体の千差万別ともみえる形はどう遺伝情報と関わっているのか｣ という問題に,形の
側から遺伝情報に向って遡るアプローチを試みてきた｡それは複雑な形をその構成単位の性質
によって理解しようとする試みであってヲ)樹形を二股分枝の性質で1)生物体組織を細胞の性質
で6)Ill)説明しようとするものである｡こうするうちにいままで研究対象にしてきたものはど
れも生物が空間をどう占めて利用しているのかという,空間分割による空間支配の観点からも
ながめられることに気付いた｡この観点から自分の関わってきた仕事をここでもういちど振 り
返ってみたい｡
1.枝による葉の拡り
ここでは枝のいくつかの機能のうちで,葉を支持して日光に露出させることを考える｡
東南アジア原産の樹木テルミナリア(TerminaliacatappaL.,Combretaceae)は鉛直で実直ぐ
な幹から枝が擬似輪生して,数層の葉の棚になっている喬木である｡この樹木は規則的な成長
をするから,少ないパラメータで樹形を決めることができる4.)輪生した1つの棚の枝の集 りは
例えば図 1aのようになっていて,この枝振 りは(輪生の仕方ははじめから決ったものと考え
れば)二股分枝の仕方だけで決まる｡樹木の二股分枝は左右の分枝の2つの角度と,親の枝に
対する左右の子の枝の長さの比だけで決められる? 図1｡は,これらの値に観測値を使って枝
振りを措いたものである｡テルミナリアの葉は各枝の末端に束になって生え,これは円盤で近
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